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市 民 社 会 の 再 定 義 一 丸 U+ 最 男 を 媒 介 と し て
野 沢敏治
<レジュ メ>
｢近代+ は い まだ に現在 の 問題 で あると とも に ､ そ の 乗り越え も現在 の 問題
a 近代市民社会と は何 で あ ろうと してきた か o
b ｢市民社会+ の 再定義 の 試み
そ の 一 つ と して ､ 近代 と伝統との 関係を問題 にする o
そ の 場合 に ､ 丸山の 日本政治思想史の 仕事が 参考に な るo
伝統的意識 は個人 の 析出 にと っ て い つ も マ イ ナ ス か｡
川 島法学と丸 山政治学と の 違 い
二 つ の 丸山 の仕事
1 『日本政治思想史研 究』
内容
近代以前か ら ､ そ れ も儒学 の 正 統な展 開の な かか ら は じま る近代
メ ル ク マ ー ル は ｢自然+ か ら ｢作為+ -
特色
a 過去 が現代 で もある ような叙述
超テ ー マ と 専門テ ー マ
b ヨ ー ロ ッ パ 思想史との 往復
c 思 想と社会と の 対応と思想の 固有性
d 民衆思想 にあ まり 関心 を示 さな い
e 歴史の 断絶と 蓄積
f 経済的 ･ 法的な市民社会と政治的な市民社会
｢忠誠 と反 逆+
1 との あい だに違 い がある
内容
伝統的精神 の 持ち主が所属集団に拘束され る こ とが ､ その 拘束か ら自立 して
近代的政治観念に転回する こ とも ある o
特色
a 国際比較や 発 展段階論的で な い ､ 逆説的連関の 思想史の 方法
こ こ に思想史の 1 つ の 可能性を感 じる
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< 野沢報告 r市民社会の 再定幾､ 伝統の再定盤 一 丸 山蕗男を媒介として+ >
近代市民社会は何で あろうと して きたか
僕は 丸山鼻男や彼に代表される ような政治学の 専門家で はなく ､ ｢市民社会+に代表され
る ような理論とか思想 ､ 経済学をや っ て きま したo そうは い っ ても当然､ そ の 中に丸山鼻
男の 市民社会論も入 っ てく るo そ こで ､ こ の ような研究会で ､ 政治学の 人達 に集ま っ て も
らっ て僕の 見方 を出 して ､ それ に つ い て い ろん なこ と を言 っ て もらい たい とい うの が本音
です D 皆さん に い ろんな コ メ ン トを して い ただきた い o そ して 最後 には市民社会の 再定義
をしてみ たい ､ そ の裏には伝統 の 再定義と いう こ とを考えて みた い と思 っ て い ますo
r市民社会+ の再定盤の試み
｢市民社会+ と いう言葉の後 ろに は ､ 日本社会 を社会科学的に分析 して ､ なんとか歴史
の 中に位置 づけようとする試みが あっ た し､ 今もある の ですが ､ これ は戦前､ 戦中に始ま
っ て います o 市民社会論は ､ 封建的な身分関係と か ､ 国家に よる上 から の近代化と して の
富づく り ､ 生産づくり とか から自由になろうとする人達が ､ 同 じ目的を持 つ 人達 と
一 緒に
社会形成を目指すも ので あっ たわけです｡ そ の 後 ､ 戦後 の改革とか ､ 高度成長を経てです
ね ､ それか ら社会主義諸国で い ろい ろ問題 の あっ た官僚制 の 問題 とか ですね ､ また企業中
心社会の 日本の 高度成長 ､ そ して最近では ア ジア 諸国の 経済成長 と い うような､ こ うい う
状況 の段階を経る ごとにです ね ､ ｢市民社会+ と いう言葉が ､ 少 しず つ 意味を変えて ですけ
れ ど､ 繰り返 し表面に出て きて い る o 今日の 現代資本主義 ､ ポ ス ト現代資本主義的状況も
あるとか思 い ますが ､ そう いうもの を踏まえて ､ それか ら東西冷戦後 の新 しい状況 をも踏
まえて ､‾改 めて ｢市民社会+ の 定義をして みたい と僕は考えてきたんです｡
と ころで ､ こう いう再定義の試み はこ れまで もいく つ か あります｡ たとえば ､ 生活とか
地域の 方か ら公共活動 - で て いく･､ ｢市民社会+に公共性 を取り こむ というような運動があ
ると思い ます｡ あるい は 日本にお ける集団 の 一 番代表的なの は企業で あるの ですが､ こ の
企業を社会的な コ ン トロ ー ル の 下 にお こうとする､ そういう動き を指 して ｢市民社会+ と
いうふうに表現する こ ともあるわけですね ｡ 企業を地域とか ､ 環境とか ､ 人権等と協働さ
せ る ような試みの 方か ら自分達を ｢市民社会+ と定義して いく と い うこ ともある｡ それか
らヨ ー ロ ッ パ 史が中心にな るような古代 - 中世 - 近代 ､ そ して か つ て は社会主義 - と向け
た ､ こ うい う発展段階､ つ まり ヨ ー ロ ッ パ 史を中心とした社会の発展段階が世界史をつ く
るとい うような考え方を克服する ような歴史の見方を考えて い る もの もあります｡ 言 っ て
みれば､ 諸文明間の 交通が ､ 可能なの か どうか というこ とをめ ぐっ て ですね ､ 実は これま
で の ｢市民社会+ 論の 中に ヨ ー ロ ッ パ史中心の世界史観というも の が あっ たもん ですか ら､
い っ たい 市民社会論が どうや っ て 答えて いく の かと いうことが あります｡ それ からさらに､
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環境経済学に代表され る ような自然との 対等な交渉､ そ うい うもの を主題にとりあげた経
済学を市民社会論者が勉強する魯 こ の ように い ろ い ろあるわけですa
今日は ､ そ の 一 つ と して ､ ｢近代市民社会+ と伝統との 関係 とを考えてみたい というこ と
です ｡ この 問題を直接正面か ら展開するこ とは､ 今日は しな いで ､ 問題として は っ きりさ
せ るためには ､ 丸山政治学の 検討が参考になるので はない かと思 っ て ､ 今日の 準備を した
わけですo い わゆる市民社会派と い われる人達に ､ い ろん な人達が いますo 法社会学の川
島武宜もそうい う人かと思うですが o ｢市民社会+と いう のは 自律的個人によ っ て構成され ､
こう言 っ たとき にですね ､ 自律的な個人は伝統的意識や思想 を破 っ て 出てく るもの だと考
えられて い ま したo そうす るとですね ､ 伝統的な職分観念とか ､ 恩愛とか ､ 奉公の 意識 ､
それか ら儒教倫理や家族道徳は ､ 個人の 析出にと っ て マ イ ナ ス だけの もの と されてきまし
たo 川 島法学がそ の
一 つ で して ､ もちろん こ の論には十分理由があると思いますo ともか
く伝統的な精神は ､ 市民社会形成にと っ て邪魔で 捨て去る べ きもの だとされてきた ｡ しか
し丸山政治学は ､ これとは ちょ っ と違うとこ ろが あるんですね ｡ 丸山政治学の場合 には ､
川島さんと同じように ｢市民社会化+ と いう ことには共感するんですが ､ 微妙に違うと こ
ろが あるん じやない かと思うわけです｡ それは こうい うこ となん です｡ 近代的な内容を直
接表現 して い ない とダメだ ととは必ず しもならない と いう こ とを､ なんか丸山さん は言 っ
て い る ような気がするわけですo こ ういうと こ ろに ですね ､ 後発国が先発国に対 して世界
の 中で伍 して いく時に ､ 先発国がも っ て い た近代性 の い ろん な内容は ､ それと はちょ っ と
違うもの として現れ るこ ともあるん じや ないか と いう ように ､経済学説史の 中で い えば｢リ
ス ト的問題+ とい うのが ありますが ､ そう いうものが発生するの では ない か ｡ そ ういう問
題性 をもっ た近代を丸山さんも考えて い たとこ ろがあるの で はないか ｡ 丸山は近代 と伝統
と いう異質な概念 の間に ､ 内面的なつ ながりや ､ 逆転を発見 して いくという ｢逆説+ の 方
法をと っ て い ると いうふ うに私 にはみ えるわけですo 丸山さん に二 つ の仕事が ありますo
『日本政治思想史研究』と『忠誠と反逆』､ これを読んだ人は随分 い ると思 いますの で ､ 私
の 話はち ょ っ と復習みたい になります｡
ニ つ の丸山の 仕事
1 『日本政治思想史研究』
こ こ で丸山さん は近代的個人を日本の政治思想史の 中で 出して い こ うと して い るの です
ね ｡ これは 同じ課題をも っ て いて も､ 大塚久雄の ような西洋経済史､ 川 島の 比較法学､ 内
田義彦の経済学史研究と は , 別 の ア プロ
- チの もので すo しか も近代的個人を出して いく
の にですね ､ 前近代の儒学の 中から出して い こうと して い ます｡
林羅 山から荻生祖疎まで の儒学の展開を追っ て いく と ､ そ こ には自己崩壊が見られ ると
いうの ですね ｡ 意識に分裂がみ られて い ると言うの です｡ 先程 ､ 皆さんもい ろい ろ言 っ て
い ま した ように､ 儒教が も っ て いた天の理 ､ そ の 天理 と人間本性が連続しないで切れて い
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く D それか ら自然法則を､ 実は儒学 にもかなり実証的な要素が あっ て格物致知な要素が あ
るん ですが ､ そう いう ｢窮 理+ の 自然法則を追求 して いく こ とが人間の 道だという ような
ですね ､ 自然法則 と徳が つ なが る ような仕組み ､ これが分裂 して い く ｡ そ こ から儒学の展
開の 中で ､ 聖人と 凡人 ､ 修身斉家と治国平天 下､ そうい うもの の 間が 連続 しないで ､ 分裂
して いく様相が み られたとい うわけです o 一 番大事 なこと は ､ 考え方 に ｢自然+ から ｢作
為+ へ の 転化が 生 じて い る と いう こ とです ね ｡ 決定的に重要なこ とは ､ こ の ｢自然+ から
｢作為+ - の 変化が生 じて い るとい うこ とです ｡ それを示 した の が荻生祖探の 古文辞学と
い うわけです o 狙裸とい う人は吉宗の 享保 の 改革を正 当化 して封建秩序 の再建 を目指す の
ですが ､ そ の 時に自然法に拠 らない で ､ 特定 の人格が政治的制度 ･ 政策を作 っ て いく｡ こ
の 江戸時代の 中で ､ 次第に乱れ てきた封建的身分秩序 を正 して ､ それ を五倫 の徳をも っ て
再建 しなけれ ばい けない D しか し再建す べ き五倫 の徳は ､ 決 して自然永遠の もの で も､ 人
間法則に適 っ たとい うも の でもなくですね ､ 政治的に特定 の人間が で てきて ､ 過去に照ら
して将来の こ とを考え､ 社会全体の 幸福の ために設定す べ きも の と考えて 出て きた｡ 再建
す べ き五倫の徳とい うの は ､ 風俗や習慣に な っ て い るか らとい う理由で はなくて ､ 特定の
人格が与える ｡ これを ヨ ー ロ ッ パ 史で い い ますと ､ 近代の 初頭 にた っ た マ キ ア ヴ ェ リ的な
決断の 政治思想と言うことが できます し､ ホ ッ プス 的な立法行為と言うこ ともでき るわけ
です｡ こ ういう荻生狙疎と いう の は マ キ ア ヴ ェ リ と 同 じだと いうふう に彼は み るわけです
ね o 狙裸は マ キア ヴ ュ リ的に 公共 の こ と と個人道徳を区別 して ､ も しも公共の ためで ある
の ならば､ そ の人 の個人的道徳 は犠牲に して もい い と ､ む しろ個人道徳を手段化 して もい
い とそんなふ うに考えて 出てきた｡ これ は ｢近代的個人+ に あたるもの だと ､ こ うい うわ
けです D こうみ て丸山異男は ､ 同 じような認識が 福沢諭吉に ある こ と を指摘 しますo 福沢
は ､ 『学問の ス ス メ』 の 中で ､ ｢忠臣蔵+ として伝 え られて いく ような浅野と家臣の態度を
批判して い るん です｡ だか ら丸山鼻男は ､ マ キ アヴ ェ リと同 じような態度が 福沢諭吉にも
あると考えます ｡
丸山が こういう思想史研究を した目的はなんだ ろうか と考えるん ですが ､ それは ､ 最初
は聖人の中にあ っ た近代的な政治的個人を､ 専門の政治家に 限定されない で ､ もう少 し社
会の 中に拡が っ て いく ような方向を ､ 丸山はおそ らく目指して いた の だろうと思い ますね｡
特 色
こ の 『日本政治思想史研究』 の 特色ですが ､ 僕か らみて いく つ か ありますb
-
つ がです
ね ､ 古い ことなんだけれ ども､ 過去 の こ となん ですけれ ど､ それが現代を感 じる ような叙
述 にな っ て い るというこ とが ､ 丸山に非常に特徴的なこ とだと思 い ます｡ こ の 『日本政治
思想史研究』 にお ける 日本にも近代があるんだぞ という見方､ これ自体は､ 明治 の思想家
に もあっ て ですね ､ 田 口卯吉とか ､ そ の他 い ろん な人達がでてきて い ます0 日本にも ､ ヨ
ー ロ ッ パ と同じ ような文明開化の 歴史があっ たのだ ､ 日本にそうい うものが な いなんて卑
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下す る こ とはおか しい とい う形でですね ､ 日本に ヨ
ー ロ ッ パ ありと いう ような形の 議論 っ
て の は随分あ るん ですね , 丸山さんは ある意味でそ ういう ことをや っ たと思い ます D こ の
過去 にお い て現代 を感 じると いう こと ､ これは ､ しか しで すね ､ 歴史の 中に直接現代 を持
ちこ ん でも決 して得られるもの じや ない o 過去に内在する こ とが ､ 言 っ て みれば､ 現代を
照ら しか えす ようなそう いう効果を生んで い ると いう ことが ､ 丸山政治思想史研究か ら読
み とれる o
こ の 歴史的過去 と現代と の 関係に つ い てもう少 し言うと ､ 次の ようになりますo こ
の本
のもとが 善かれたの は昭和 15年か ら19年 にかけて ですo そ の 時の丸山鼻男の 問題意識 ､
超テ ー マ とい うもの は ､ ナ チ ズム と対置すると いう ことで あっ た と思い ます o ナ チ
ズム の
方は ､ 国民を分析の 対象とは しない わけです よね o ナチズ ム は ､ 国民を人種 の 自然的なも
の に した ､ 民族精神 と いうず っ と過去から今日まで連続してきて い る存在に したわけですo
それか らフ ァ シ ズ ム の指導者国家とい うもの は ､ これもですね ､ 近代の 結果である階級的
な分化とか ､ 官僚組織 の 中で ､ どう しても大衆がで てく るD そ の大衆の 成立をま っ て ､ は
じめて フ ァ シズ ム も成立 してく るD フ ァ シ ズ ムは なにも或る時代にでてきた異常現象で は
ない と､ こ んな考え方もでて きて い るわけですね o こ の認識 は ､ 近代の相対化を示 して い
ますが､ こ の 部分に注目 して ｢近代の超克+ を考 え､ 市民社会論 と私は決別す ると い っ て
出てきた の が 山之 内靖に なります｡ しか しこ の近代 - 全体主義の 考えに対 して丸山さん
の
答えは ､ 山之 内さんの ような解答じやない と思うんですね o こ の全体主義に足 を取 られな
い ように ､ 日本にお いて 改めて市民社会の 問題を考えて ､ 外面的な強制から内面的な自発
性 を守 るた めに は どう したらい い か ､ これが丸山の 問題意識で あ っ たと思うわけ
です o 丸
山は ､ こ の 間題意識をもとに ､ 江戸儒学の 展開と いう専門研究に入 っ て いきますo これが
一
つ の特色です o
第二 に丸山は ､ 日本政治思想史の研究にお いて ､ マ キア ヴ ェ リから
- - ゲル まで の ヨ -
ロ ツ /<J腎想史との 対比 を裏でや っ て いますo やはり ､ 読んで いきますと ､ 狙探と
いう の は
マ キア ヴ ェ リや ホ ッ プ ス で あるような印象を受ける こ とがあるわけです｡ こ の ヨ
ー ロ ッ パ
思想史との 対比 か らですね ､ 日本 ｢固有+ の政治思想史的な ､ あるい は当時 の政治状況
で
使 われた言葉が ､ 翻訳可能 になるo ある い は ､ 同 じ時代で あっ ても ヨ
ー ロ ッ パ では こ うい
ぅ表現をする ､ そ して 日本で はこう いう表現をすると いうような ､ 同
一 の 中で の 違 いと い
ぅこ とになり ､ そ こで初め て社会科学の分析用語として普遍的な用語となる ような ､ そ う
いう仕組みをと っ て い ると思うんですo これが2番目o
第三 の もの は ､ 上部構造 の純思想史ではなく ､ 経済社会の発展段階との対応が計られ
て
い る o 荻生狙探の古文辞学がで てきた元禄期にな っ て ､ 鴻ノ池とか ､ い ろん な商業資本
･
高利貸資本が出て きて い ますo そういう活動が当時の身分制を動揺させて しま っ たo そ
の
こ とを背景に して でてきて い ると して ､ 思想史と社会史､ 社会経済史が連結させ られて
い
ますo そう言 い なが ら､ 丸山は ､ 日本は中国や朝鮮よりはブル ジ ョ ワ的な発展をして
い る
か ら､ こ の ような近代的なものがでてくる ような儒学の 展開があっ たというような国際比
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